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令和 5 年度寄附講座事業成果報告書 

（徳島大学大学院医歯薬学研究部 実践地域診療・医科学分野） 

                                     

１ 概要 

 

 本寄附講座は、2015 年 11 月-2020 年 3 月まで JA 徳島厚生連阿南医療センターにおいて、地域医療支援

活動していた寄附講座「糖尿病・代謝疾患治療医学分野」を基盤として、発展改組の形をとって 2020 年 4 月 1 日

に実践地域診療・医科学分野として発足しました。現在、支援診療科目とスタッフを拡充し、糖尿病などの生活習

慣病・循環器疾患・血液疾患・消化器内科・外科疾患・乳腺および甲状腺疾患・放射線等画像診断に関して、阿南

医療センターでの外来診療や病棟診療などの包括的な総合診療支援業務を実施しています。また同センター内

に開設された阿南地域医療教育センターを拠点として、徳島大学の実習医学生・研修医および専攻医の効果的

なトレーニングを実施し、将来の地域医療を担う若手医師育成や、臨床研究の推進を活動目標としています（下

図）。 

 

構成員は、特任教授 4 名(糖尿病・内分泌代謝内科学：粟飯原賢一、循環器・不整脈学：添木武、消化器外科学：

吉川幸造、放射線医学：新家崇義)、特任准教授 4 名（糖尿病・内分泌代謝内科学：湯浅智之、同：乙田敏城、血液
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内科学：中村信元、消化器内科学：河野豊）、特任助教 1 名(胸部内分泌腫瘍外科学:坂本晋一)、技術補佐員

2 名(上元良子、関根明子)で活動しており、具体的な本講座の主要業務としては以下の 5つの点であります。 

 

① 包括的な地域医療に必要な人材を育成するための研修方法の開発 

② 限られた医療人材による効率的な地域医療のあり方に関する研究 

③ 地域住民の生活習慣病やそれに関連する循環器疾患の発症進展予防のための臨床基盤研究 

④ 地域での消化器疾患・血液疾患・内分泌腫瘍および各種癌患者の診断・治療技術向上のための研究 

⑤ 救急を含む急性期医療における地域動向解析と適切な診療技術や診療システムの開発 

 

 

２ 教育面 

 

(1) 卒前教育 

 徳島大学医学部医学科の学生に対して、各診療科におけるPBLチュートリアルコースの正副責任者として、コ

ース運営にあたっています。また、クリニカル・クラークシップにおいては、徳島大学病院の外来・病棟実習で指

導を行っています。地域医療学実習としては、新型コロナウイルス感染によるバーチャル実習から対面実習に

戻すことになり、現在は 1班 3 名ずつの受け入れ、回復期リハビリ病棟での実習および訪問看護同行実習を行

なっています。また、徳島大学病院でのクリニカルクラークシップ終了後の、指定学外実習、および選択実習に

ついても医学科学生を受け入れ、診療グループの一員として内科系診療科および外科系診療科領域の実習 

(医学部生に対して、手術に実際に参加してもらい皮膚縫合などを行ってもらっています) や症例報告書の発表

指導および早朝のミニレクチャーを実施しています。 

 

(2) 卒後教育 

 徳島大学病院卒後臨床研修センターおよび徳島大学大学院医歯薬学研究部 血液・内分泌代謝内科学教室、

消化器内科学教室、循環器内科学教室、胸部・内分泌・腫瘍外科学教室、消化器移植外科学教室、放射線医学

教室と連携し、初期研修医の教育や臨床指導を大学病院および阿南医療センターにおいて実施しています。さ

らに毎週水曜日に阿南地域医療教育センターにおいて寄附講座スタッフと阿南医療センター若手医師で抄読会

や症例検討会を実施しており、英語論文作成指導も個々に行なっています。 

 

 

３ 研究面 

 

本講座では、徳島大学病院と阿南医療センターの診療を通じて、基礎および臨床面での各診療領域での病態

解明と治療の開発研究を行うことを大きな使命としています。研究テーマとしては以下のものが進行中であり、

研究論文発表も行いました。 

 

<糖尿病・内分泌代謝内科学分野> 

(1) 病態モデル動物及び臨床バイオマーカーの解析と糖尿病・代謝疾患関連合併症の発症機序解明 

遺伝子改変動物を用いて、代謝・循環改善薬の介入による代謝変化や動脈硬化症の予防効果の検証や病

態解明を行う他、受診患者さんの臨床サンプルや臨床データを解析することで、効果的な治療法の開発を目

指しています。 
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① インスリン抵抗性関連疾患群におけるインスリン受容体切断の意義 

インスリン作用が阻害されるインスリン抵抗性は、臨床医学的に糖尿病の病態を担う重要な要素であることが

広く認められています。さらに、糖尿病との関連が深い疾患においてもインスリン抵抗性がそれぞれの病態に

関わるとされていますが、その基盤となる共通の分子機構は見出されていません。これまで我々は独自の視点

で新たなインスリン抵抗性メカニズムの同定とバイオマーカーとしての可溶性インスリン受容体の意義について

検討してきており、糖尿病や妊娠期に認めるインスリン抵抗性に共通する分子基盤であることを見いだしてきま

した (Yuasa et al. BMJ Open Diabetes Res Care. 2021 Dec;9(2):e002467. )。現在、この分子機構が癌やアルツハ

マー病・肥満・肝疾患といったインスリン抵抗性関連疾患群に広く関わっている可能性を検証しています。 

 

②  糖尿病患者の非アルコール性脂肪肝疾患におけるヘパリンコファクターⅡ(HCⅡ)の意義 

近年、非アルコール性脂肪肝疾患(NAFLD)の病態が注目されており、肝硬変や肝臓癌への進行が大きな問

題になっており、NAFLDの罹病率は特に糖尿病患者で高率であることから、その進展や防御に関わる因子の解

析は、重要な臨床課題となっています。我々は、動脈硬化抑制効果やインスリン抵抗性抑制効果を有する HCⅡ

が、糖尿病患者における NAFLDの進展予防に寄与するという仮説を立て、305例の患者を対象に検証し、英語

論文として誌上発表致しました（Hara et al. J Atheroscler Thromb. 2023 Aug 1;30(8):871-883.）。 

 

③ 慢性腎臓病と自然免疫の関係 

（基礎） 慢性腎臓病の発症要因となる腎組織における自然炎症反応の亢進には、自然免疫を担当するミエロイ

ド系細胞のオートファジー障害が関与するとの仮説に則り、ミエロイド系細胞特異的にオートファジー機能異常を

来す遺伝子改変マウスでの解析を進めています。当該マウスに脂肪酸結合アルブミンを投与する尿細管障害モ

デルを解析し、自然免疫担当細胞におけるオートファジーは、脂肪酸負荷による尿細管障害を和らげる役割を

果たしていることを見出しています。現在、オートファジーによる炎症性タンパク質の分泌制御機構を解析し、論

文投稿の準備中です。  

（臨床） SGLT2阻害薬の大規模臨床試験の結果では、糖尿病性腎臓病（DKD）症例の蛋白尿減少効果が認めら

れており、レニン・アンギオテンシン系阻害薬治療下でも、SGLT2阻害薬が蛋白尿を減少させる可能性が示され

ています。 SGLT2阻害薬が抗炎症効果を発揮し蛋白尿減少効果をもたらすことを見出し、その結果を英語論文

として誌上発表致しました（Otoda et al. Diabetes Ther. 2024 Jan;15(1):127-143）。ミトコンドリア由来活性酸素は糖

尿病の様々な病態に関与していると考えられています。現在は、2 型糖尿病患者に対するイメグリミンとエンパ

グリフロジンの抗酸化ストレス作用を解析しています。 

 

④ AGE Readerを用いた AGEs指標と糖尿病関連腎臓病の関係 

  糖尿病疾患などで加速的に生成が亢進される AGEs：最終糖化生成物（Advanced Glycation Endproducts）は

様々な糖尿病関連臓器合併症に関与することが知られています。 我々は非侵襲・短時間に AGEs を測定する

AGE Reader muを用いて、蛍光分光方式で、皮膚・皮下の血管壁に蓄積される AGEs を Autofluorescence（AF/

自己蛍光量）として検出し、 その数値が 2 型糖尿病患者の腎尿細管障害を反映することを英語論文として誌上

発表しました (Yamagami et al. Biomedicines. 2023 Nov 10;11(11):3020. doi: 10.3390/biomedicines11113020.)。 

 

(2) 生活習慣病患者における早期動脈硬化病変の検出と治療介入の効果検証 

受診患者さんの早期動脈硬化症の病態検出目的と心血管合併症発症や予後予測の強力なエビデンスを有

する血管内皮機能検査(FMD)の積極的な導入を行い、FMD の正常化を目指した病態解析や治療法の開発を
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目指しています。我々は、セミオートマチックの FMD 測定装置を阿南医療センターと徳島大学病院に導入し、

血管内皮機能の改善や悪化に関与する臨床指標の解析を行っており、FMD 検査の結果を患者さん個々の診

療にフィードバックすることで、生活習慣是正に活用しています。また FMD による腎機能予後予測に関する検

討を行い、英語論文として誌上発表しました (Masuda et al. J Atheroscler Thromb. 2023 Nov 1;30(11):1727-1741.)。 

 

(3) 体組成解析を用いた骨格筋代謝および機能異常症における病態解析 

高齢化社会において、フレイルは大きな臨床課題となっています。そこで主として糖尿病患者を対象に、骨

格筋代謝および機能異常症としてのサルコペニア・プレサルコペニア・ダイナペニアに関わる臨床指標の診断

のために、InBody S10®による生体電気インピーダンス法(BIA：Bioelectrical Impedance Analysis）を用いた体組成

解析を行なっています。日常診療において BIA 法の検査結果レポートを用いた患者指導を行ない、フレイル予

防に注力しています。また骨格筋異常のみならず、今回 BIA で測定した位相角と体外細胞水分比が糖尿病患

者における Hgb および Hct に独立して相関することを見出し、英語論文として誌上発表しました (Hori et al. 

Heliyon. 2023 Mar 21;9(4):e14724. doi: 10.1016/j.heliyon.2023.e14724. )。また副腎アンドロゲンであるDHEASが、

男性 2 型糖尿病患者の骨格筋機能異常に関して抑制的に関与することを見出し、英語論文として誌上発表し

ました(Yasui et al. Metabolites. 2023 Nov 3;13(11):1129. doi: 10.3390/metabo13111129.)。 

 

<血液内科学分野> 

(1) 各種疾患における口腔内免疫・細菌叢と各種臨床指標の相関に関する検討 

近年、常在細菌叢と各種疾患との関連が注目されている。口腔内には多数の常在菌が生息していると同時

に、唾液が消化液として分泌されるものの抗菌物質を多数含んでいることが知られています。このような常在

細菌叢や唾液中の抗菌物質と、各種疾患または病態との関連はほとんど知られていません。本研究では、当

院で診療中の患者において唾液を採取し、各種臨床指標やその経過に如何に影響を与えるのかを検証して

います。 

 

(2) 造血器疾患における病態関連因子およびバイオマーカーの探索 

造血器腫瘍において、化学療法その他の再発例や初回治療療法抵抗例などは依然予後不良であるため、

病態に関連する因子の抽出は喫緊の課題です。また非腫瘍性疾患も多く存在し、ステロイドなどの免疫抑制

療法が試みられますが、治療反応は個体差が大きく、事前に予測が可能なバイオマーカーの同定も求められ

ています。造血器疾患の患者の検体を収集し、徳島大学血液内科の検体と併せて、新規の病態関連因子や

治療の反応性予測因子、および予後因子を見いだす検討を行っています。 

 

(3) 新型コロナワクチンの有効性・安全性の検討 

新型コロナウイルス感染症が世界的に流行し、人々の生命や生活、経済を脅かしている。抜本的解決策の

ひとつとして、ワクチン接種が世界中で開始されたが、臨床応用された世界初の mRNA ワクチンであり、その

有効性、安全性は十分には知られていません。新型コロナウイルスに対する抗体および製剤に含まれるポリ

エチレングリコールに対する抗体やその持続期間、また COVID-19 感染予防効果、ワクチンの副反応につい

て検討中です。 

 

<循環器内科学分野> 

臨床医として強い問題意識を持ち、ヒトでの臨床研究を推し進め、臨床での問題点を基礎研究により理論的に解

明していくという姿勢で、不整脈を中心とした循環器領域の基礎。臨床研究を行っています。 
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(1) 慢性炎症としての心房細動の病態解明と治療法開発 

複数の凝固因子（プロテアーゼ）が血栓形成のみならず、さまざまな細胞に発現するプロテアーゼ活性化受容

体（PAR）を介して、炎症反応にも関与することが知られています。なかでも PAR-2 は主に Xa因子（FXa）によっ

て活性化されることが報告されています。我々は、FXa-PAR2 経路が心房細動発症に寄与していることを PAR2

欠損マウスを用いて生理学的・生化学的に証明しました。さらに、PAR-2のリガンドである経口Xa阻害薬が抗炎

症作用を介して心房細動発症を抑制しうることを自然高血圧ラット用いて証明しました（論文掲載予定）。また、近

年、動脈硬化などの基盤として慢性炎症が関与していることが知られており、なかでも病原体センサーとしての

Toll-like 受容体（TLR）の関与が示唆されています。心房細動の基盤としても慢性炎症が関わっているとされて

いますが、TLRの関与などその詳細は不明のままです。そこで、我々は TLR9欠損マウスを用いた基礎的アブ

ローチ、心房細動アブレーション症例のサンプルを用いた臨床的アプローチの両面により、TLR9 シグナルによ

る心臓リモデリングと心房細動発生メカニズムの解明を進めています（研究成果の一部は学会・論文として発

表）。 

 

(2) 心房細動発症の新たな予測因子の検討 

心房細動は頻度の高い不整脈でありその予防対策が肝要でありながら、簡便で有用性の高い予測因子はあ

りません。我々は、臨床背景、ホルタ―心電図指標、心エコー指標を総合的に評価した複合スコアにより心房細

動発症の予測が可能かを検討しています。現在までの検討では、年齢、上室性期外収縮 1 日総数、最大 RR 間

隔、左房径が独立して心房細動発症のリスクを高めることが判明し、これらの因子を点数化したスコアが高くな

るにしたがって心房細動発症の発症率は高くなることを見出しました（論文にて発表）。さらに、12 誘導心電図か

ら右・背中側誘導を算出した導出 18誘導心電図という新技術を用いれば、既存の 12誘導心電図の P波より心

房の状態を正確に推測できる可能性があると推察されますが、過去にそのような報告はありません。そこで、

我々は導出18誘導心電図のP波と心房細動発症や左心房サイズとの関連を検証しています。 

 

(3) 心房細動・心不全患者におけるサルコペニアと各種臨床指標の相関に関する検討 

高齢者に見られる病的な筋肉量の低下はサルコペニアと称され、生理的予備能が低下するフレイルの状態

につながるとともに、認知症や、心血管病、腎障害、貧血、免疫力低下などの疾患と密接な関係があることが明

らかになってきました。しかしながら、サルコペニアと心房細動の発症・進展、認知症、心不全との関連について

は十分に解明されていません。そこで、心房細動、心不全にて診療中の患者における体組成測定を行うことで、

サルコペニアの頻度の調査を行い、骨格筋量が各種臨床指標やその経過に如何に影響を与えるのかを検証し

ています。成果は国際学会でも発表し、現在英語論文の投稿準備中です。 

 

＜消化器内科学分野＞ 

脂肪肝モデルマウスを用いた健康食品の治療効果検討 

本邦では 40歳代の 2人に 1人の男性は検診時に脂肪肝と診断されるが、この脂肪肝は生活習慣の改善以

外に有効な治療薬はまだ存在しません。高脂肪食を給餌させたマウスに抗酸化ストレス作用のあるエゾウコ

ギの根の抽出物を給餌すると、脂肪肝や線維化の改善効果を認めました。本年度はその詳細な解析を検討し

て、脂質代謝を調節する転写因子に影響を及ぼすことが分かりました。さらに腸内細菌において乳酸菌と酪酸

菌の増加を認めたことから、生活習慣病のみならず健康寿命の延伸にも寄与する可能性がありさらなる詳細

な基礎研究を進めております。 

 

＜放射線医学分野＞ 

(1)  画像診断ナショナルデータベース実現のための研究開発 
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日本医学放射線学会は、放射線医学が国民の健康と福祉の増進に寄与するために ICT（情報通信技術）化を

推進し、ビッグデータや人工知能を活用した医療の構造改革を実施しています。その一つとして2016年より日本

医用画像データベース（J-MID）が始動していますが、2021 年からは徳島大学も北海道大学、愛媛大学とともに

新生 J-MID に加わり、現在は全国の主要 16 医療施設の新体制で大規模画像診断データベースの構築を行っ

ています。画像診断検査装置や検査オーダ―、撮影、診断のそれぞれに応じた医療技術、医療安全、医療被ば

く低減、医療の質の向上を目的とし、人工知能の開発や発展のための研究開発を目指しながら、現在も全国的

な画像データベースの構築を進めています。 

 

(2) テクスチャ解析を用いた卵巣腫瘍や軟部腫瘍のMRI画像および PET/CT画像の検証 

卵巣腫瘍や軟部腫瘍の術前に良性・境界悪性・悪性など組織型の画像診断の精度には限界があり、新たな画

像診断法の開発が望まれています。本研究では徳島大学病院産婦人科と整形外科と共同で、術前の MRI や

PET/CTなどの画像診断において、画像の質感を数値化できるテクスチャ解析やダイナミックPET/CTなどの新

たな撮像法を用いることで、卵巣腫瘍や軟部腫瘍の術前診断精度の向上が図れるかどうかを検証することを目

指し、症例登録およびデータ収集を行っています。 

 

<胸部・内分泌・腫瘍外科学分野> 

(1) 肺の再生に向けた， iPS細胞から誘導した BASCsによる細胞移植の可能性 

幹細胞とは自己複製能と様々な細胞に分化する能力（多分化能）を持つ特殊な細胞で、この２つの能力により

発生や組織の再生などを担う細胞であると考えられています。我々が注目した BASCs は肺の修復、再生中の

自己複製を伴う肺上皮幹細胞で Club cell、1型および 2型肺胞上皮細胞を含む複数の細胞系統に分化します。

マウスからBASCsを単離する方法は確立されていますが、得られる細胞数が非常に少ないため我々は iPSか

ら BASCsを誘導することを研究してきました。その結果 iPSから BASCs細胞を誘導し、気管障害を引き起こす

ナフタレンモデルを用いてClub cellが修復したことを示すことに成功しました。ただ、iPS由来のBASCsが生体

の BASCs のように正常に機能したかについてはわかっておらず、現在はその証明をテーマに研究を行ってお

ります。我々は iPS由来のBASCs細胞を用いて 3D培養を行いOrganoidの作成に成功しました。そして 1型/2

型肺胞上皮細胞、Club 細胞、BASCs 細胞、Bipotential 細胞が形成されていることを確認しました。続いて Bulk 

RNA sequenceを用いて iPS 細胞、分化細胞、iPS 由来の BASCsの比較を行い、分化に至るまでのメカニズム

を解析し論文投稿中です。 

 

(2) 間葉系幹細胞による気管支の修復メカニズムの解明．-iPS細胞による気管支断端瘻予防- 

 

(3) ILD-GAP indexを用いた間質性肺炎合併肺癌に対する治療戦略 -予後因子に基づいた層別化治療- 

間質性肺疾患は肺癌を高率に合併し 15%は悪性腫瘍で死亡するとされています。また、間質性肺炎自体も多

くの場合は予後不良で、間質性肺炎の進行、特に急性増悪に伴う呼吸不全死も予後に影響するため通常の肺

癌に比べて予後不良とされています。 

実際の治療においても肺癌に対する治療を契機に誘発される致死的な間質性肺炎急性増悪が最大の問題点

で、治療の制約となっています。放射線治療は原則禁忌と考えられ、抗癌剤治療もレジメンが制限されます。よ

って癌の根治性を考慮し、切除可能ならば手術が選択される場合が多いと考えられます。ただ、手術を選択す

る時には肺癌の病期のみならず間質性肺疾患そのものの病状を考慮し治療方針を選択しなければ術後の呼吸

状態によってQOL低下を招く可能性があります。そこで予後に影響を及ぼす臨床病理学的背景を検討し外科治

療の個別化に関する研究を行いました。研究成果の一部は 2022 年に開催された第 39回日本呼吸器外科学会

学術集会、第 84 回日本臨床外科学会総会で発表を行い、論文投稿中です。また、間質性肺炎の自然予後が期
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待できる群での追加解析を行い、胸膜浸潤が独立した予後不良因子であることを第 76 回胸部外科学会で発表

を行いました。 

 

(4) U-40呼吸器外科医が高難度手術手技を習得するための取り組み 

気管支・血管形成術や心嚢内血管処理といった高難度手術手技の習得は必須でありますが、若手呼吸器外

科医の執刀機会は少ないです。特に症例数の限られた地方大学ではその傾向が顕著であり、高難度手術手技

を効率良く習得するための質の高い教育をいかにして行うかが喫緊の課題となっています。そこで当科では

Cadaver と生体ブタを用い、それぞれの特性を生かしたトレーニングを実施しており、その特性について述べま

す。 

1) 未固定遺体を用いた Cadaver トレーニング： 

未固定遺体の最大の利点は、臓器の弾力性、神経・血管の分布や走行が生体に近いことにあることです。気

管支を把持した感触、運針が実際の手術と同じ感触で、口径差を調節した気管支形成の手技も実施可能で、

解剖学的位置関係の把握が極めて重要なSuperior sulcus tumorや心嚢内肺血管処理を想定したトレーニン

グにも有用であります。 

2) 生体ブタを用いたトレーニング： 

本学では獣医師が常駐した生体ブタのトレーニングラボを有しています。血管系が虚脱して脆弱なCadaver

ではリアリティを再現できない血管形成手技のトレーニングに最適です。 

当施設は Cadaver と生体ブタ両方のトレーニングラボを有する稀な施設であり、それぞれの特性を余すことなく

活用し、繰り返しトレーニングを行うことで症例数の少なさを補完しています。トレーニングで得た知識・技術を共

有して個々がレベルアップすることで、高難度の手術手技を安全に提供できるようになると考え取り組んでおり、

以上を第 40 回日本呼吸器外科学会学術集会で報告し、その取り組みについて論文も投稿しております。U-40

呼吸器外科医のトレーニングプログラムを構築し、まずは関連施設へ参加可能範囲を拡大する方針です。 

 

3) 区域切除 

近年、肺がん診断精度の進歩によって小型病変の占める割合が増加しております。そして小型肺がんにおけ

る区域切除の優位性を示した JCOG0802/WJOG4607L の結果を受け、今後ますます区域切除が増加すると予

想され、実際当院でも区域切除を選択する症例は増加しております。今後の呼吸器外科医は肺葉切除と同等の

根治性を担保しつつ、呼吸機能を可能な限り温存するための高度な技術と治療戦略が要求されます。第 98 回

中国四国外科学会で区域切除術のシンポジウムを開催し、各施設の創意工夫について議論を行い、当施設か

らは複雑区域切除の周術期成績を検討し、術前のプランニングと手術手技の工夫について報告しました。 

 

 

<学会発表> 
国際学会 

1 Bando R, Wakatsuki T, Yamaguchi K, Kawabata Y, Takahashi T, Saijo Y, Kadota M, Matsuura T, Ise T, 
Kusunose K, Yagi S, Yamada H, Soeki T, Akaike M, Sata M:Two-year outcomes of drug-coated balloon 
only strategy for de novo lesions in large coronary vessels. ESC2023,Amsterdam,25-28 August 2023 

2 Yamaguchi N, Kusunose K, Hirata Y, Nishio S, Takahashi T, Saijo Y, Kadota M, Ise T, Yamaguchi K, Yagi S, 
Yamada H, Soeki T, Wakatsuki T, Sata M：Improved Pressure-Flow Relationship With Sacubitril/Valsartan: 
A 6-min Walk Stress Echocardiographic Study AHA2023, Philadelphia, 10-13 November 2023 

3 Nagano K, Takahashi T, Wakatsuki T, Zheng R, Saijo Y, Kadota M, Kawabata Y, Matsuura T, Ise T, 
Yamaguchi K, Yagi S, Yamada H, Soeki T, Sata M：Long-Term Outcome of Stentless Coronary Intervention 
With Drug-Coated Balloon in Patients With High Bleeding Risk. AHA2023, Philadelphia, 10-13 November 
2023 
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4 Hiroki Yamagami, Tomoyo Hara, Yukari Mitsui, Shiho Masuda, Kiyoe Kurahashi, Toshiki Otoda, Tomoyuki 
Yuasa, Akio Kuroda, Itsuro Endo, Munehide Matsuhisa, Masahiro Abe and Ken-ichi Aihara : Analysis of clinical 
factors involved in AGE accumulation in people with type 2 diabetes,  IDF-WPR Congress 2023/15th 
Scientific Meeting of AASD, Jul. 2023. 

5 Yosuke Kaneko, Saya Yasui, Minae Hosoi, Akihiro Tani, Hiroki Yamagami, Hiroyasu Mori, Tomoyo Hara, Yukari 
Mitsui, Kiyoe Kurahashi, Sumiko Yoshida, Shingen Nakamura, Akio Kuroda, Toshiki Otoda, Tomoyuki Yuasa, 
Itsuro Endo, Takeshi Soeki, Munehide Matsuhisa, Masahiro Abe and Ken-ichi Aihara :   
Dehydroepiandrosterone sulfate and skeletal muscle disorders in patients with type 2 diabetes,  
IDF-WPR Congress 2023/15th Scientific Meeting of AASD, Tokyo, Jul. 2023. 

6 Yumi Kuwamura, Kiyoe Kurahashi, Sumiko Yoshida, Hiromichi Yumoto, Maki Hosoki, Yukihiro Momota, Ken-
ichi Aihara, Masuko Sumikawa, Hirokazu Uemura, Munehide Matsuhisa and Itsuro Endo : Evaluation of Nursing 
Educational Material on Oral Health Behavior of Persons with Diabetes: Part 3 -- Physicians' 
Survey, International Diabetes Federation Western Pacific Congress 2023 /15th Scientific Meeting of Asian 
Association for the study of Diabetes, Kyoto, Japan, Jul. 2023. 

7 Seijiro Tsuji, Kensuke Mori, Yosuke Kaneko, Saki Kawata, Shingen Nakamura, Toshiki Otoda, Tomoyuki 
Yuasa and Ken-ichi Aihara : Association between serum dehydroepiandrosterone sulfate levels and annual 
eGFR changes in people with type 2 diabetes,  
IDF-WPR Congress 2023/15th Scientific Meeting of AASD, Jul. 2023. 

8 Tomoyo Hara, Hiroki Yamagami, Yukari Mitsui, Shiho Masuda, Kiyoe Kurahashi, Toshiki Otoda, Tomoyuki 
Yuasa, Akio Kuroda, Itsuro Endo, Munehide Matsuhisa, Masahiro Abe and Ken-ichi Aihara :  
Clinical factors and glycemic control in Japanese people with type 2 diabetes treated with weekly Dulaglutide 
at a dose of 0.75 mg,  IDF-WPR Congress 2023/15th Scientific Meeting of AASD, Jul. 2023. 

9 Yutaka Kawano, Maki Tanaka, Yasushi Sato, Tetsu Tomonari, Hironori Tanaka, Takeshi Mitsuhashi, Tetsuji 
Takayama； ACTIVATION OF HNF4α PATHWAY BY TREATMENT WITH BOTANICAL PLANT, 
ACANTHOPANAX SENTICOSUS, AMELIORATES STEATOHEPATITIS IN HIGH-FAT FED MICE MODEL. 
Digestive Disease Week (DDW) 2023, May 6-9, 2023. Chicago 

 
国内学会 

1 山田 博胤、大櫛 祐一郎、楠瀬 賢也、ゼング ローバート、高橋 智紀、西條 良仁、西尾 進、平田 有
紀奈、添木 武、佐田 政隆：乳癌の薬物療法における心エコー図検査を用いた心毒性サーベイランス
の有用性, シンポジウム９「腫瘍循環器アップデート」 
第 37回日本心エコー図学会学術集会 2023 年 4 月 21 日(金)-23 日(日) 岐阜 

2 ゼング ロバート、門田 宗之、大谷 啓太、折野 逸人、根岸 佑典、高橋 智子、坂東 遼、瀬野弘光、高
橋 智紀、西條 良仁、川端 豊、松浦 朋美、伊勢孝之、楠瀬 賢也、山口 浩司、八木 秀介、山田 博
胤、添木 武、若槻 哲三、佐田 政隆：A Case of Biopsy-Proven Giant Cell Myocarditis, KSE Case 
Conference（KCC） 
第 37回日本心エコー図学会学術集会 2023 年 4 月 21 日(金)-23 日(日) 岐阜 

3 平田 有紀奈，山田 博胤，山口 夏美，森田 沙瑛，西尾 進，高橋 智紀，西條 良仁，楠瀬 賢也，添木 
武，佐田 政隆．マラソンと左房機能：スポーツ後の Cardiac fatigue とは 
第 96回日本超音波医学会学術集会、2023 年 5 月 27日（土）-29日（月） 大宮 

4 添木 武：心電図アカデミー2 基本となる 12 誘導心電図判読のための心電図レッスン 12 誘導心電図
を判読するうえでのポイント：特発性病態編 
第 69回日本不整脈心電学会学術集会 2023 年 7月 6日(木)-9日(日) 札幌 

5 Takahashi T, Soeki T, Matsuura T, Sata M：NAFLD SCORE PREDICTS THE ONSET OF ATRIAL 
FIBRILLATION 
第 69回日本不整脈心電学会学術集会 2023 年 7月 6日(木)-9日(日) 札幌 

6 添木 武：心臓突然死予防に対する着用型自動除細動器(WCD)の有用性、ランチョンセミナー１ 心臓突
然死予防に対するWCDの役割 〜エビデンスと実臨床から再考する〜 
第 3回日本不整脈心電学会 中国・四国支部地方会 2023 年 10 月 28日（土） 広島 

7 松浦 朋美、高橋智子、添木 武、佐田政隆：ICD の ST モニタリング機能が診断の一助になった１例、
Oral Session 1 VT/VF/VPC 
第 3回日本不整脈心電学会 中国・四国支部地方会 2023 年 10 月 28日（土） 広島 
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8 高橋 智子、添木 武、松浦朋美、佐田政隆：Mahaim束関連上室頻拍が疑われたwide QRS tachycardia
の 2例、Best Abstract Award Session 
第 3回日本不整脈心電学会 中国・四国支部地方会 2023 年 10 月 28日（土） 広島 

9 八木 一成、西條 良仁、長野 絋平、折野 逸人、吉田 直史、髙橋 智子、  Robert Zheng、坂東  
遼、髙橋 智紀、原  知也、門田 宗之、  川端  豊、松浦 朋美、伊勢 孝之、山口 浩司、八木 秀
介、山田 博胤、添木  武、若槻 哲三、佐田 政隆：ALおよび ATTR 心アミロイドーシス間のエコー図
検査的特徴の相違に関する検討、若手研究者奨励賞（YIA）セッション 
第 123回日本循環器学会四国支部地方会 2023 年 12 月 2 日（土） 香川 

10 Ryo Bando, Koji Yamaguchi, Tetsuzo Wakatsuki, Yutaka Kawabata, Tomonori Takahashi, Hayato Orino, Issei 
Yagi, Tomoko Takahashi, Robert Zheng, Yoshihito Saijo, Tomoya Hara, Muneyuki Kadota, Tomomi Matsuura, 
Takayuki Ise, Shusuke Yagi, Hirotsugu Yamada, Takeshi Soeki, Masataka Sata 
Predictors of Late Lumen Enlargement after Drug Coated Balloon Angioplasty for de Novo Coronary Lesions 
第 88回日本循環器学会学術集会 2024 年 3 月 8日（金）-10 日（日） 神戸 

11 Munkhtsetseg Tserensonom, Shusuke Yagi, Takayuki Ise, Yutaka Kawabata, Muneyuki Kadota, Tomoya Hara, 
Kenya Kusunose, Koji Yamaguchi, Hirotsugu Yamada, Takeshi Soeki, Tetsuzo Wakatsuki, Masataka Sata 
High Serum Lipoprotein(a) Level is a Risk Factor of Poor Prognosis after Transcatheter Aortic Valve 
Implantation 
第 88回日本循環器学会学術集会 2024 年 3 月 8日（金）-10 日（日） 神戸 

12 井上 雄介, 原田 武志, 小田 明日香, 住谷 龍平, 大浦 雅博, 曽我部 公子, 丸橋 朋子, 高橋 真美
子, 藤井 志朗, 中村 信元, 三木 浩和, 安倍 正博：骨髄腫細胞の内在的および外因子による BCMA
発現制御機構 日本骨髄腫学会学術集会 2023 年 5 月 

13 原田 武志, 住谷 龍平, 原 倫世, 井上 雄介, 中上 絵美子, 天眞 寛文, 小田 明日香, 大浦 雅博, 曽
我部 公子, 丸橋 朋子, 高橋 真美子, 藤井 志朗, 中村 信元, 三木 浩和, 日浅 雅博, 寺町 順平, 菊
池 次郎, 古川 雄祐, 安倍 正博：骨髄腫の進展における可溶性SLAMF7による炎症惹起の役割 日本
骨髄腫学会学術集会 2023 年 5 月 

14 三木 浩和, 高成 広起, 柳谷 伸一郎, 住谷 龍平, 大浦 雅博, 曽我部 公子, 高橋 真美子, 丸橋 朋
子, 原田 武志, 藤井 志朗, 中村 信元, 坂東 良美, 常山 幸一, 安倍 正博：ラマン分光法を用いた AL
アミロイドーシスの新規迅速診断法の開発 日本骨髄腫学会学術集会 2023 年 5 月 

15 住谷 龍平, 中村 信元, 大浦 雅博, 曽我部 公子, 高橋 真美子, 丸橋 朋子, 原田 武志, 藤井 志朗, 
三木 浩和, 安倍 正博：当院での再発難治性 AL アミロイドーシスに対する DaraCyBorD 療法の効果と
安全性 日本骨髄腫学会学術集会 2023 年 5 月 

16 住谷 龍平, 中村 信元, 林 成樹, 大浦 雅博, 曽我部 公子, 高橋 真美子, 原田 武志, 藤井 志朗, 三
木 浩和, 東 航平, 安倍 正博：Lipiodol でのリンパ管造影により難治性乳糜腹水が軽快した濾胞性リン
パ腫 日本血液学会中国四国地方会 2023 年 3 月 

17 堀 太貴, 石田 晃基, 稲葉 香織, 稲葉 圭佑, 金子 遙祐, 川人 圭祐, 細木 美苗, 森 建介, 影治 照
喜, 浦岡 秀行, 粟飯原 賢一, 中村 信元： 非がん在宅療養患者の予後予測についての検討 日本緩
和医療学会中国四国地方会 2023 年 7月 

18 菅崎 幹樹, 中村 信元, 新井 慎平, 漆原 南実, 寺本 継脩, 秦 真公人, 井上 雄介, 中尾 隆之, 西岡 
安彦, 佐田 政隆: 新規変異 BβCys76Phe を伴った低フィブリノゲン血症の 1 症例 日本検査血液学会
学術集会 2023 年 7月 

19 新居 寛子, 三木 浩和, 高橋 真美子, 住谷 龍平, 大浦 雅博, 曽我部 公子, 丸橋 朋子, 原田 武志, 
藤井 志朗, 安倍 正博, 中村 信元, 岩佐 武, 西小森 隆太：周期性の発熱,胸背部痛をきたした家族性
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26 新家 崇義. PETを用いた肺癌画像診断と今後の展望. 第 266回徳島医学会学術集会. 2023 年 2 月 12
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(和文原著) 

1 堀 太貴, 安井 沙耶, 細木 美苗, 山上 紘規, 乙田 敏城, 湯浅 智之, 粟飯原 賢一, 滝下 誠, 安倍 正
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腫. 臨床血液 64(4):283-289,2023. 
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＜著書＞ 

1 中村 信元, 三木 浩和, 安倍 正博 【最新の骨粗鬆症学(第2版)-骨粗鬆症学の最新知見-】続発性骨粗鬆

症の診断と治療 抗悪性腫瘍薬に伴う骨粗鬆症..日本臨床 81 巻増刊 1 最新の骨粗鬆症学 Page580-

584(2023.01) 

2 中村信元, 三木浩和, 安倍正博: 【腎臓症候群(第 3 版)-その他の腎臓疾患を含めて-】各種病態にみられ

る腎障害 造血器疾患 多発性骨髄腫, 日本臨床(0047-1852)別冊腎臓症候群 III Page124-130(2022.10) 

3 中村信元, 三木浩和, 安倍正博:【骨髄腫と類縁疾患-全身をみわたす診断・治療】Overview 多発性骨髄腫

の発症・進展機序, 内科(0022-1961)130巻4号 Page691-694(2022.10) 

 

 

４ 診療面 

 

(1) 徳島大学病院での診療 

①  内分泌・代謝内科 

本講座特任教授の粟飯原は、再来外来診療を月 1 回（第 4 木曜日）、担当しており、糖尿病および内分泌・

代謝疾患（間脳下垂体疾患・甲状腺疾患・副甲状腺疾患・副腎疾患・脂質異常症・高血圧症・尿酸代謝異常な

ど）の専門診療を行っています。入院が必要な患者さんの診療に関しては、血液・内分泌代謝内科学スタッフ

のサポートを得て外来と緊密な連携のもとで、治療を行っています。 

②  血液内科 

徳島大学病院血液内科において、本講座特任准教授の中村は外来診療を週 1回（木曜日）、担当しており、

血液疾患やHIV感染症などの専門診療を行っています。再来患者さんの診療に加え、新患患者さんの予約・

紹介受診が可能です。入院が必要な患者さんの診療に関しては、血液・内分泌代謝内科学スタッフのサポー

トを得て外来と緊密な連携のもとで、治療を行っています。 

③  循環器内科 

本講座特任教授の添木は外来診療を週 1回（火曜日）、担当しており、循環器、特に不整脈領域の専門診療

を行っています。再来患者さんの診療に加え、新患患者さんの予約・紹介受診が可能です。また、入院加療と

しては、不整脈チームのチーフとして、頻脈性不整脈に対するカテーテルアブレーション、徐脈性不整脈・致死

性不整脈に対するペースメーカー・植込み型除細動器（ICD）植込み術、難治性心不全に対する心臓再同期療

法（CRT）などの高度医療に携わっています。   
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④  消化器内科 

本講座特任准教授の河野は、外来診療を週 1 回（金曜日）担当しており、消化器、特に肝臓疾患の専門診

療を行っています。再来患者さんの診療に加え、新患患者さんの予約・紹介受診が可能です。肝炎の原因診

断および治療、肝癌のインターベンション治療（ラジオ波焼灼術、肝動脈塞栓術）や化学療法を行っています。 

⑤ 食道・乳腺甲状腺外科  

本講座特任助教の坂本は木曜日に甲状腺外来を担当しています。再来患者さんの診療に加え、新患患者さ

んの予約・紹介受診が可能です。甲状腺に関しては、内分泌・代謝内科・放射線治療科と連携のもと、良性疾患

から悪性腫瘍まで幅広く診療に当たっています。手術は月曜日・水曜日に肺癌手術を、火曜日に甲状腺手術を

主に行っております。肺癌領域ではロボットを用いた低侵襲手術を積極的に導入しております。 

⑥  放射線科 

本講座特任教授の新家は、月・火・水曜日は午前・午後、木曜日は午後、金曜日は午前に外来診療を担当し

ています。全身の臓器に生じる、良性病変から悪性腫瘍まで幅広い疾患を対象としており、CTやMRI、核医学

、PET/CTなどマルチモダリティな総合画像診断を行い、読影レポート作成を行っております。 

⑦ 消化器外科 

本講座特任教授の吉川は月曜日に外来を担当しています。手術は火曜日・木曜日に胃癌手術を主に行っ

ており、最近ではロボットを用いた低侵襲手術を積極的に導入しています。また肥満症に対する減量手術も行

っており、内科的な治療が困難な症例に対して内分泌内科と連携しながら治療をおこなっています。 

 

 

(2) JA 徳島厚生連阿南医療センターでの診療 

阿南医療センターでは、下表のスケジュールで初診および再来患者の外来診療を担当し、入院治療は常

勤医と連携しながら行なっています。また循環器内科では、心房細動や発作性上室性頻拍に対するカテーテル

アブレーション、徐脈性不整脈に対するペースメーカー植込み術、植込み型心電計、経食道心エコーなどの特

殊検査も施行しています。このように、地域においても徳島大学病院と同様に高度な循環器診療を受けられるシ

ステムづくりを目指しています。血液内科では、外来での積極的な外来化学療法の他、必要に応じて入院診療

を行っております。消化器内科では、ウイルス肝炎の診断・治療や、肝癌で入院が必要な患者さんは、徳島大

学消化器内科と連携して治療を行っています。 

 

 月 火 水 木 金 

糖尿病内科・ 

内分泌代謝内科 
湯浅 智之 乙田 敏城 

湯浅 智之 

粟飯原 賢一 
乙田 敏城 粟飯原 賢一 

循環器内科     添木 武 

血液内科   中村 信元   

消化器内科   河野 豊   

乳腺・甲状腺外科     坂本 晋一 

消化器外科   吉川 幸造   

放射線科    新家 崇義  

 

 

(3) 美波町国民健康保険美波病院での診療 
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阿南医療センターに対する美波病院から診療支援要請に対応する目的で、本講座業務の一環として、粟飯

原が火曜日の午前、乙田が金曜日の午後に内科外来を行なっています。専門診療が必要な患者に対しては、

阿南医療センター、県立海部病院、徳島赤十字病院、徳島大学病院に紹介し、診療連携体制をとっています。 

 

 

 

５ 社会貢献 

講演活動・会議開催・患者会活動など 

 

1. 2023 年 4 月 20 日 

第 32回徳島腎と薬剤研究会 

「心肝腎臨床指標に基づいた糖尿病包括診療-腎機能低下リスクをどうとらえるか-」  

(講師：粟飯原賢一) 

 

2. 2023 年 4 月 22 日 

第 333回徳島ワンデーウオーク・徳島街道 59 

「フレイルとメタボ予防のための運動療法の意義とその効果」 (講師：粟飯原賢一) 

 

3. 2024 年 4 月 27日 

Online-Symposium 糖尿病と非アルコール性脂肪性肝疾患(NAFLD)の関係を再考する 

「NAFLD合併２型糖尿病の診断と治療の選択肢」 (講師：粟飯原賢一) 

 

4. 2023 年 6月 7日 

みんなで考える高松南エリアの循環器疾患 

「心房細動診療のニュートレンド」 （講師：添木武） 

 

5. 2023 年 6月 8日 

保存期腎性貧血 webセミナー in 四国中央 

「糖尿病診療における貧血のとらえかた」 (講師：粟飯原賢一) 

 

6. 2023 年 6月 10 日 

Shikoku university summit 

「CRT治療の目指すべき方向」 （ディスカッサント：添木武） 

 

7. 2023 年 6月 15 日  

CLL治療 Web seminar2023 (パネリスト：中村信元) 

 

8. 2023 年 7月 26日  

徳島県南部連携感染症 webセミナー2023 （特別講演講師：中村信元） 

 

9. 2023 年 8月 25 日  

オルプロリクス発売 9周年記念講演会 （パネルディスカッション：中村信元） 
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10. 2023 年 8月 30 日   

血友病性関節症カンファレンス （基調講演演者：中村信元） 

 

11. 2023 年 9月 2 日  

ベックマンコールター関西 FCMユーザー会 （特別講演：中村信元） 

 

12. 2023 年9月3 日 

令和5 年度 第1回 徳島県肝炎医療コーディネーター養成研修会  

「肝疾患診療について(肝がん・重度肝硬変)」 （講師：河野 豊） 

 

13. 2023 年 9月 10 日 

徳島市糖尿病サポーター（Tokushima City Certified Diabetes Supporter:TCDS）養成研修会 

「運動療法の工夫」 （講師：粟飯原賢一） 

 

14. 2023 年9月12 日 阿南健康づくりセンター 

阿南市特定保健指導対象者講義 

「健診結果から分かるあなたの未来〜できることから始めよう〜」 （講師：湯浅智之） 

 

15. 2023 年9月22 日 名古屋 

第3回 TMDSOG meeting 

「胃癌におけるロボット手術と化学療法」 （講師：吉川幸造） 

 

16. 2023 年 9月 22 日 

徳島県南部地区薬剤師学術講演会 

「糖尿病合併症及び併存症を考慮した糖尿病治療〜医療連携を踏まえて〜」 

 (講師：乙田敏城) 

「2型糖尿病患者における予防医療としての脂質管理と NAFLDへの対策」 

(講師：粟飯原賢一) 

 

17.  2023 年9月28日  

徳島CKD病診連携講演会  

「糖尿病性腎臓病制御を中心に考えた糖尿病診療」 (講師：乙田敏城) 

 

 

18. 2023 年 9月 30 日  

第 23回心電図判読セミナーin島根（日本不整脈心電学会主催） 

「12誘導心電図を判読するうえでのポイント：特発性病態編」 （講師：添木武） 

 

19. 2023 年 10 月 13 日 

令和 5 年度第 2回ひまわり会（糖尿病患者会） 

「糖尿病患者さんの感染予防ガイド」 (講師：粟飯原賢一) 
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20. 2023 年 10 月 19日  

Cryo Web Discussion 

「クライオアブレーションの有効活用」 （ディスカッサント：添木武） 

 

21. 2023 年 12 月 21 日  

徳島県南部血液疾患診療連携セミナー （特別講演：中村信元） 

 

22. 2023 年12 月26日 阿南健康づくりセンター 

阿南市特定保健指導対象者講義 

「健診結果から分かるあなたの未来〜できることから始めよう〜」 （講師：湯浅智之） 

 

23. 2024 年 1 月 12 日  

Cryo Ablation Summit 

「Cryo Balloonの有効性と安全性の検討」 （ディスカッサント：添木武） 

 
24. 2024 年 1 月 18日  

第 31回不整脈治療研究会 

「当院におけるカテーテルアブレーションへの取り組みと今後の展望」 （講師：添木武） 

 

25. 2024 年1 月21 日 徳島県 日和佐 

住民公開講座 

「阿南医療センターにおける体にやさしい腹腔鏡手術」 (講師：吉川幸造) 

 

26. 2024 年1 月23 日 阿南健康づくりセンター 

阿南市特定保健指導対象者講義 

「健診結果から分かるあなたの未来〜できることから始めよう〜」 （講師：湯浅智之） 

 

27. 2024 年1 月26日 藍住町総合文化ホール 

健康づくり講座 

「糖尿病を知る：あなたの健康を守る最善の選択とは？」 （講師：湯浅智之） 

 

28. 2024 年 2 月 14 日  

Freezor Symposium in 中四国 

「安全性と有効性向上の Tips」 （ディスカッサント：添木武） 

 

29. 2024 年 2 月 29日 

パルモディア XR錠発売記念 Web講演会 

「2型糖尿病における代謝異常関連脂肪性肝疾患：MASLD と脂質管理の意義」 

(講師：粟飯原賢一) 

 

30. 2024 年 3 月 7日 徳島保健所 
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令和 5 年度糖尿病療養指導研修会 

「災害に対する糖尿病患者の心得と対処法」 (講師：粟飯原賢一) 

 

31.  2024 年3 月10 日 

 第268回徳島医学会学術集会 市民公開シンポジウム 

 「ウイルス感染症の画像診断」 （講師：新家崇義） 

 

31. 2024 年3 月19日 阿南健康づくりセンター 

阿南市特定保健指導対象者講義 

「健診結果から分かるあなたの未来〜できることから始めよう〜」 （講師：湯浅智之） 

 

32. 2024 年3 月 令和5 年度徳島県糖尿病療養指導士研修会 

「糖尿病治療の治療指針（最新版）」  （講師：湯浅智之） 

 

 

その他 

1. 厚生労働行政推進調査事業費「肝炎等克服政策研究」 令和3 年度～ 

「オーダーメードな肝炎ウイルス感染防止・重症化予防ストラテジーの確立に資する研究」 研究分担者 

 

2. 厚生労働行政推進調査事業費「肝炎等克服政策研究」 令和5 年度～ 

「多様な病態に対応可能な肝疾患のトータルケアに資する人材育成及びその活動の質の向上等に関する研究」

研究分担者 

 

3. 2023 年 10 月 28日 

日本不整脈心電学会第３回中国四国地方会（広島） 

添木が指導した髙橋智子先生がBest Abstract Award Session優秀演題賞を受賞 
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第98回中国四国外科学会

第23回心電図判読セミナーin島根
（日本不整脈心電学会主催） 

セミナー後に演者と座長での撮影

日本不整脈心電学会第3回中国四国地方会
添 木 が 指 導 し た 髙 橋 智 子 先 生 が Best 
Abstract Award Session優秀演題賞を受賞

第31回不整脈治療研究会 WEB配信の模様

６ 活動写真
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阿南医療センター初期臨床研修医 三宅南帆先生

第268回徳島医学会学術集会
第30回若手奨励賞受賞

令和5年度ひまわり会（糖尿病患者会）

徳島県南部地区薬剤師学術講演会

第268回徳島医学会
市民公開シンポジウム

第268回徳島医学会徳島医学会賞
（森建介先生）
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第96回日本内分泌学会学術総会

第66回日本糖尿病学会年次学術集会

第333回徳島ワンデーウオーク・徳島街道59

第59回日本医学放射線学会秋季臨床大会
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共同研究者 血液・内分泌代謝内科学

原倫世先生 令和５年度香川奨励賞受賞

伊島での離島診療 糖尿病合併症と高血圧を考える会


